















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4) (5) (6) 
資
本
論
(竹
安
部
前
同
(8) 
資
本
論
(9) 
安
部
前
同
。
資
本
論
~1) 
安
部
前
同
一O
六
六
八
頁
一
l
一
七
三
頁
七
一
頁
一
l
一
七
三
頁
七
四
頁
右
註
ωで
の
べ
た
と
お
り
、
安
部
氏
の
使
用
価
値
H
物
論
を
か
つ
て
批
判
し
た
森
氏
も
当
時
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
「
『
あ
る
物
の
有
用
性
は
、
そ
の
物
を
使
用
価
値
た
ら
し
め
る
』
教
授
(
安
部
氏
の
こ
と
l
l
筆
者
)
は
こ
の
文
章
に
特
別
に
重
要
な
意
義
を
附
与
し
、
マ
ル
グ
ス
は
こ
こ
で
使
用
価
値
と
い
う
言
葉
に
、
効
用
・
有
用
性
以
上
の
特
別
の
意
味
を
附
加
し
て
い
る
の
だ
と
せ
ら
れ
る
。
然
し
、
マ
ル
グ
a
ス
は
、
右
の
文
章
に
お
い
て
何
を
い
わ
ん
と
し
て
い
る
か
。
私
は
、
マ
ル
グ
ス
は
、
単
に
『
あ
る
物
の
有
用
性
は
、
そ
の
物
を
』
経
済
学
上
の
用
語
た
る
『
使
用
価
値
た
ら
し
め
る
』
或
い
は
、
有
用
性
あ
る
物
を
、
ま
た
は
商
品
の
有
用
性
を
、
自
分
は
資
本
論
の
用
語
と
し
て
使
用
価
値
と
名
付
け
る
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
」
(
森
信
成
「
現
代
歴
史
哲
学
の
論
理
」
(
承
前
)
経
済
学
雑
誌
一
九
巻
六
号
七
八
一
良
)
(w ~~ 
資
本
論
。の
同
~5) 
安
部
前
同
一
l
一
七
三
頁
一l
l
一
七
四
頁
七
七
頁
。
マ
ル
グ
ス
・
エ
ジ
ゲ
ル
ス
、
岡
崎
二
郎
訳
「
資
本
論
に
関
す
る
手
紙
」
上
八
ご
一
頁
。ヵ
安
部
前
同
九
七
瓦
(18) 
冨
Run-
。E包
ユ
g
o
a旬
開
円
山
口
w
a
o吋
司
O
】
白
神
宮
島
B
O
W
S
o自由。
(movoE42H民
)
H
∞3
1
g
u
∞
U
S
H
N
H
w
u
u
・
ω・
同包
∞
邦
訳
高
木
幸
二
郎
監
訳
「
経
済
学
批
判
要
網
」
第
二
分
冊
コ
一
三
三
頁
。
安
部
前
同
ハ
七
頁
側
資
本
論
一
ー
一
七
七
頁
ヨD
へ
l
ゲ
ル
・
鈴
木
権
三
郎
訳
「
大
論
理
学
」
中
巻
二
一
九
頁
。
但
し
鈴
木
訳
で
は
、
「
属
性
」
は
〉
2
2
u
E
の
訳
語
と
し
て
川
い
ら
れ
‘
マ
ル
グ
ス
の
い
う
「
属
性
」
た
る
思
岡
山
口
一
ω与
え
"
は
、
「
特
性
L
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
思
想
g与
え
"
を
「
属
性
」
と
改
訳
引
用
し
た
。
!?.?) 
安
部
氏
の
使
用
価
値
目
物
論
に
反
論
す
る
宮
川
実
氏
は
‘
か
え
っ
て
同
一
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
効
則
は
自
然
物
の
あ
ら
わ
す
一
つ
の
属
性
で
あ
る
。
効
用
と
い
う
属
性
は
‘
人
間
と
の
関
係
に
お
い
て
物
が
あ
ら
わ
す
属
性
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
物
は
、
効
用
と
い
う
属
性
を
も
っ
と
き
(
効
用
と
い
う
属
性
を
あ
ら
わ
す
と
き
)
使
用
価
値
で
あ
る
。
効
用
そ
の
も
の
が
使
用
価
値
な
の
で
は
な
く
し
て
、
効
用
を
も
っ
自
然
物
が
使
用
価
値
で
あ
る
。
」
(
宮
川
実
「
資
本
論
研
究
」
第
二
号
五
O
頁
)
「
効
用
そ
の
も
の
が
使
用
価
値
で
は
な
く
」
と
宮
川
氏
が
い
う
と
き
、
す
で
に
安
部
氏
と
同
じ
く
効
用
は
主
観
の
側
に
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
安
部
氏
と
全
く
同
じ
立
論
と
な
る
。
")3) 
剰
余
価
値
学
説
史
長
洲
一
二
訳
国
民
文
庫
版
第
二
分
冊
一
一
一
六
t
一
二
七
頁
(六〉
前
節
ハ
五
)
に
お
い
て
は
、
安
部
隆
一
氏
の
使
用
価
値
は
物
で
あ
る
と
い
う
立
論
に
、
マ
ル
ク
ス
を
対
置
し
つ
L
、
使
用
価
値
が
効
用
な
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
合
一
)
一O
七
経
営
と
経
済
一O
八
い
し
有
用
性
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
即
ち
、
使
用
価
値
は
、
ま
ず
、
物
の
有
用
な
属
性
で
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
客
観
的
存
在
で
あ
る
つ
い
ー
で
、
そ
の
使
用
価
値
は
人
の
な
ん
ら
か
の
欲
望
を
な
ん
ら
か
の
方
法
で
充
足
し
う
る
そ
う
い
う
有
則
性
で
あ
る
こ
と
の
確
一
認
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
何
ら
の
労
働
を
通
過
せ
ず
し
て
有
用
性
を
も
っ
自
然
物
の
使
用
価
伯
を
も
内
包
す
る
使
川
価
値
一
般
か
ら
一
歩
を
す
斗
め
て
、
商
品
の
使
用
価
値
と
し
て
す
で
に
価
値
に
よ
っ
て
規
定
を
う
げ
た
「
他
人
の
た
め
の
使
川
価
航
」
あ
る
い
は
「
社
会
的
使
用
価
値
」
と
い
う
、
使
用
価
値
の
よ
り
立
ち
入
っ
た
規
定
に
即
し
て
論
を
進
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
流
こん」、
通
費
用
中
の
両
費
用
に
関
し
、
そ
れ
ら
が
使
用
価
値
を
生
産
す
る
か
否
か
を
中
心
の
テ
l
マ
と
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
使
用
価
値
は
「
交
換
価
値
の
質
料
的
担
い
手
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
商
品
の
使
用
価
値
を
、
.
そ
れ
が
充
足
す
べ
き
社
会
的
人
間
の
特
殊
な
欲
望
に
お
い
て
こ
れ
を
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
つ
ぎ
の
二
つ
の
マ
ル
ク
ス
の
立
一
討
を
比
落
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
即
ち
そ
の
一
つ
。
「
一
つ
の
商
品
は
、
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ
て
使
則
価
値
、
す
な
わ
ち
特
殊
な
欲
望
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
人
に
た
い
し
て
だ
け
、
使
用
価
値
と
し
て
外
化
(
譲
渡
)
開
ロ
件
以
ω
伶
円
ロ
ロ
ぬ
き
れ
う
る
」
使
用
価
値
一
般
で
な
く
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
規
定
を
う
け
て
い
る
商
品
の
使
用
価
値
l
商
品
体
の
有
用
な
属
性
l
は
、
そ
れ
が
「
特
殊
な
欲
望
」
の
対
象
と
す
る
人
に
対
し
て
「
だ
げ
」
使
用
価
値
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
の
ち
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
再
確
認
す
る
が
、
労
働
を
通
過
し
た
自
然
物
の
同
じ
性
質
が
、
こ
の
「
特
殊
な
欲
望
」
を
有
す
る
人
に
た
ち
む
か
つ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
使
用
価
値
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の
「
特
殊
な
欲
望
」
を
も
っ
た
人
に
立
ち
む
か
う
の
で
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
同
じ
物
体
は
、
前
と
同
じ
自
然
的
素
材
・
形
状
・
性
質
を
も
ち
な
が
ら
使
用
価
値
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
き
わ
め
て
厳
密
に
、
使
用
価
値
な
ら
ざ
る
も
の
が
使
用
価
値
と
な
る
た
め
の
条
件
を
の
ベ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
即
ち
そ
の
二
。
「
使
用
価
値
に
な
る
た
め
に
は
商
品
は
、
そ
れ
を
充
足
の
対
象
と
す
る
特
殊
な
欲
望
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
諸
商
品
の
使
用
価
値
は
、
そ
れ
ら
を
交
換
条
件
と
し
て
も
つ
あ
る
人
の
手
か
ら
、
そ
れ
ら
を
使
用
対
象
と
す
る
人
の
手
に
う
つ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
面
的
に
そ
の
位
置
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
価
値
に
な
る
の
で
あ
る
。
諸
商
品
の
こ
の
よ
う
な
譲
渡
ハ
外
化
)
開
ロ
S
8
0
仰山門
2
2ロ
m
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
労
働
は
有
用
と
な
る
。
」
こ
こ
で
の
こ
の
引
用
に
た
い
し
て
異
論
の
提
起
が
予
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
立
言
は
、
商
品
の
使
用
価
値
と
交
換
価
値
と
の
相
互
的
な
制
約
関
係
に
つ
い
て
、
の
べ
て
い
る
個
所
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
一
般
的
等
価
物
が
出
現
す
る
以
前
に
お
け
る
交
換
不
能
を
論
ず
る
交
換
過
程
論
に
お
け
る
周
知
の
ア
ポ
リ
ア
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
。
だ
が
、
こ
の
両
引
用
が
、
周
知
の
ア
ポ
リ
ア
の
一
側
面
に
関
連
す
る
と
し
て
も
、
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
使
用
価
値
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
充
分
問
題
と
な
り
う
る
し
、
す
る
必
要
の
あ
る
マ
ル
ク
ス
の
立
言
た
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
は
何
人
も
で
き
な
い
の
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
が
当
而
の
課
題
。。
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
筆
者
は
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
マ
ル
ク
ス
に
倣
っ
て
、
一
応
は
「
太
初
に
行
為
あ
り
き
」
と
し
て
通
過
す
る
か
、
ま
た
，
aaz 
「
だ
が
、
い
ま
こ
の
よ
う
な
困
難
が
解
決
さ
れ
た
も
の
と
似
定
し
よ
う
」
と
仮
定
上
の
解
決
に
委
ね
る
に
せ
よ
、
解
決
さ
れ
た
も
の
はと
し
て
論
を
す
斗
め
て
も
、
筆
者
の
論
旨
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
も
の
と
は
考
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
前
提
を
置
い
た
と
き
、
新
ら
し
い
一
つ
の
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
、
さ
き
の
引
用
中
に
一
不
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
物
の
有
朋
た
り
う
べ
き
属
性
と
、
そ
の
属
性
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
べ
き
特
殊
な
る
欲
望
と
の
聞
に
お
い
て
、
前
者
が
使
用
価
値
と
な
る
に
当
っ
て
、
時
間
と
空
間
と
い
う
客
観
的
存
在
の
二
つ
の
根
本
形
態
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
慮
で
あ
る
。
効
胤
ま
た
は
有
用
性
が
、
物
の
属
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
客
観
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
。
従
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
根
本
形
態
は
、
空
間
と
時
間
と
で
あ
り
、
時
間
外
va 
の
存
在
と
は
、
空
間
外
の
存
在
と
同
様
に
は
な
は
だ
し
い
無
怠
味
で
あ
る
」
の
だ
か
ら
、
客
観
的
存
在
と
し
て
の
使
用
価
値
の
時
間
的
要
素
と
空
間
的
要
素
を
、
こ
の
使
用
価
値
の
生
成
ハ
「
と
な
る
し
こ
と
ゾ
に
即
し
て
考
慮
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
流
通
過
程
に
お
け
る
と
は
い
え
、
保
管
な
り
、
運
輸
な
り
を
問
題
と
す
る
本
稿
で
は
、
以
下
順
次
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
合
一
)
一O
九
経
常
と
経
済
二
O
に
時
間
と
空
間
と
を
使
用
価
値
に
即
し
て
考
察
し
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
、
流
通
過
程
に
お
け
る
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
と
空
間
と
を
問
題
と
し
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
に
お
い
て
は
、
方
法
上
、
抽
象
と
具
体
化
と
に
つ
い
て
と
く
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
の
直
接
の
生
産
過
程
乃
至
は
そ
の
基
礎
的
前
提
た
る
商
品
・
貨
幣
の
分
析
に
あ
て
た
資
本
論
の
第
一
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
・
空
的
要
素
を
捨
象
し
て
、
第
二
部
の
資
本
の
流
通
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
は
じ
め
て
導
入
し
て
い
る
。
第
二
部
に
お
い
て
、
「
諸
物
の
使
用
価
値
は
、
そ
れ
の
消
費
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
諸
物
の
消
費
は
そ
れ
ら
の
場
所
変
化
を
、
か
く
し
似
刊
、
、
、
、
て
運
輸
業
と
い
う
追
加
的
生
産
過
程
を
必
要
な
ら
し
め
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
商
品
と
し
て
の
使
用
価
値
の
竺
問
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
、
ま
た
他
の
個
所
で
は
(
第
一
稿
で
一
部
引
用
し
た
ご
と
く
)
「
諸
商
品
は
も
と
よ
り
滅
び
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も
し
そ
れ
ら
が
、
特
定
の
期
間
内
に
そ
の
使
命
ど
お
り
に
生
産
的
消
費
ま
た
は
個
人
的
消
費
に
入
り
こ
ま
な
い
な
ら
ば
、
:
:
:
そ
れ
ら
は
死
滅
し
て
、
そ
の
使
用
価
値
と
と
も
に
、
交
換
価
値
の
担
い
手
だ
と
い
う
属
性
を
も
失
う
の
で
あ
る
D
:
:
・
:
:
相
異
な
る
諸
商
品
の
諸
使
用
価
怖
は
、
あ
る
い
は
急
速
に
、
あ
る
い
は
緩
慢
に
死
滅
す
る
。
か
く
し
円
t
て
、
そ
れ
ら
の
生
産
と
消
費
と
の
あ
い
だ
に
は
、
多
か
れ
少
か
れ
合
問
、
が
あ
り
う
る
」
と
の
ベ
、
商
品
の
使
用
価
値
の
実
現
に
当
っ
て
、
そ
の
使
用
価
値
の
時
間
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
が
第
一
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
使
用
価
値
の
実
現
の
た
め
ハ
と
い
う
こ
と
は
断
っ
て
お
く
が
、
使
用
価
値
が
使
用
価
値
と
な
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
)
の
時
間
的
・
向
上
問
的
要
素
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
「
交
換
過
程
が
諸
商
品
を
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ら
が
非
使
用
価
値
た
る
人
の
手
か
ら
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ら
が
使
用
価
値
た
る
人
の
手
に
移
す
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
社
会
的
な
質
料
変
換
で
あ
る
。
あ
る
有
用
的
な
労
働
様
式
の
生
産
物
が
、
他
の
有
用
的
な
労
働
様
式
の
生
産
物
に
取
っ
て
代
わ
る
つ
ひ
と
た
び
使
用
価
用
と
し
て
役
立
つ
場
所
に
到
達
す
る
と
、
商
品
は
、
商
品
交
換
の
領
域
か
ら
消
費
の
領
域
に
脱
落
す
る
。
こ
こ
で
吾
々
が
関
心
を
も
つ
の
は
前
者
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
五
口
々
は
、
全
過
程
を
形
態
の
側
面
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
な
n
M
U
 
質
料
変
換
を
媒
介
す
る
と
こ
ろ
の
、
諸
商
品
の
形
態
変
換
あ
る
い
は
姿
態
変
換
の
み
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
む
し
て
、
「
社
会
的
な
質
料
変
換
」
た
る
使
用
価
値
の
実
現
過
程
に
つ
い
て
は
「
使
用
価
値
と
し
て
役
立
つ
場
所
に
到
達
す
る
と
:
・
」
と
そ
の
到
達
の
条
件
ハ
時
間
と
空
間
)
に
つ
い
て
は
全
く
捨
象
し
て
、
価
値
形
態
の
変
換
の
み
に
理
論
を
集
中
す
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
に
特
有
の
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
方
法
を
考
慮
に
い
れ
て
、
使
用
価
値
の
生
産
に
か
ん
す
る
基
本
命
題
を
見
直
す
の
で
な
け
れ
ば
、
抽
象
の
段
階
に
お
け
る
か
れ
の
命
題
は
、
つ
の
多
様
に
組
立
て
ら
れ
た
も
の
で
」
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
「
比
較
に
よ
っ
て
え
り
だ
さ
れ
た
共
通
な
も
の
は
、
そ
れ
自
体
一
n
E
 
「
種
々
の
規
定
に
わ
か
れ
る
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
・
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
は
、
第
一
部
の
商
品
の
分
析
又
は
労
働
過
程
論
で
の
べ
ら
れ
た
、
よ
り
一
般
的
な
形
態
と
し
て
zH
然
素
材
の
物
量
・
性
状
の
変
化
を
も
っ
て
有
用
性
を
生
産
す
る
場
合
の
使
用
価
値
に
の
み
、
使
用
価
値
を
固
定
す
る
な
ら
ば
、
第
二
部
で
い
う
時
空
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
の
使
用
価
値
を
包
括
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
使
用
価
値
目
物
論
に
典
型
的
に
表
示
さ
れ
る
素
材
主
義
的
観
点
は
、
ま
さ
に
使
用
価
値
生
産
に
お
け
る
労
働
の
対
象
化
を
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
的
に
と
る
し
凡
解
た
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
は
な
い
。
た
し
か
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
自
然
素
材
の
物
量
・
性
状
の
変
化
を
粛
す
有
用
労
働
に
よ
る
使
用
価
値
を
例
と
し
て
あ
げ
て
は
い
る
る
が
、
か
れ
の
最
も
基
本
的
な
使
用
価
値
の
規
定
と
し
て
は
、
有
用
労
働
を
規
定
し
て
い
る
個
所
に
お
け
る
使
用
価
値
と
有
用
労
働
の
直
接
的
な
規
定
的
関
係
か
ら
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
使
用
価
値
と
し
て
対
象
化
す
る
有
用
労
働
を
規
定
す
る
「
目
的
・
作
業
様
式
・
対
象
・
手
段
お
よ
び
結
果
」
の
う
ち
、
「
結
果
」
と
し
て
は
、
そ
れ
は
使
用
価
値
で
あ
る
と
考
え
る
と
き
、
「
手
段
」
は
そ
れ
ぞ
れ
自
然
物
材
的
に
労
働
そ
の
も
の
を
条
件
づ
け
る
が
、
使
用
価
値
生
産
に
お
い
て
最
も
決
定
的
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
は
労
働
の
主
体
に
包
括
さ
れ
る
「
目
的
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
目
的
「
作
業
様
式
」
「
対
象
」
」
は
、
単
な
る
「
主
観
」
に
還
元
し
う
る
「
目
的
」
で
は
な
く
、
そ
の
有
用
労
働
の
結
果
た
る
使
用
価
値
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
べ
き
社
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
会
一
)
経
営
と
経
済
会
的
人
間
の
特
殊
の
欲
望
に
よ
っ
て
す
で
に
制
約
を
受
け
て
い
る
そ
う
い
う
「
目
的
」
で
あ
る
。
の
生
産
は
、
こ
の
「
目
的
」
の
実
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
結
果
」
と
し
て
の
商
品
の
使
用
価
航
「
目
的
」
は
無
目
的
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
即
ち
、
あ
る
商
品
生
産
の
労
働
が
一
定
の
素
材
の
あ
る
種
の
自
然
的
属
性
を
つ
く
り
出
し
た
場
合
、
そ
の
素
材
の
自
然
的
属
性
が
、
こ
の
地
点
の
人
々
の
欲
望
に
は
対
応
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
地
点
か
ら
は
離
れ
た
か
の
地
点
で
の
人
々
の
特
殊
な
欲
望
に
対
応
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
そ
れ
に
よ
っ
て
充
足
し
う
る
特
殊
な
欲
望
を
も
っ
た
か
の
地
点
の
人
々
の
干
に
と
ど
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
こ
の
自
然
的
属
性
が
使
用
価
値
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
、
こ
の
属
性
を
も
っ
た
素
材
を
か
の
地
点
ま
で
運
輸
す
る
と
い
う
労
働
は
、
使
用
価
値
生
産
の
当
初
か
ら
の
「
日
的
L
に
内
包
さ
れ
て
い
る
。
「
流
通
は
空
間
と
時
間
と
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
空
間
的
条
件
・
生
産
物
の
市
場
へ
の
運
輸
は
、
経
済
的
に
み
れ
ば
、
生
産
過
程
そ
の
品
切
'
M
H
u
p
 
も
の
で
あ
る
。
市
場
に
到
達
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
生
産
物
は
、
現
実
的
に
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
L
こ
の
種
の
其
他
類
似
の
マ
ル
ク
ス
の
立
言
は
右
の
怠
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
運
輸
が
独
自
の
企
業
と
な
る
か
否
か
は
、
こ
の
運
輸
に
か
ん
す
る
限
り
本
質
的
に
か
斗
わ
品
川
町
勾hu 
り
は
な
い
。
「
使
用
価
値
は
物
で
あ
る
L
と
固
執
す
る
と
き
、
こ
の
地
点
で
の
生
産
に
よ
っ
て
使
用
対
象
と
し
て
の
自
然
的
形
態
が
完
成
し
た
と
き
に
使
用
価
値
が
生
産
さ
れ
た
と
み
る
o
と
こ
ろ
が
「
空
間
的
条
件
」
を
考
慮
に
い
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
右
の
よ
う
な
立
言
に
出
会
う
や
、
素
材
主
義
的
見
地
か
ら
は
、
有
用
的
効
果
の
生
産
を
も
ち
出
す
の
外
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
使
用
対
象
た
る
べ
き
商
品
体
は
、
こ
の
地
点
で
は
特
殊
な
欲
望
に
出
合
っ
て
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
素
材
形
態
上
は
使
用
し
う
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
ま
だ
使
用
価
値
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
「
有
用
的
効
果
」
の
生
産
を
解
決
の
た
め
に
も
ち
出
す
な
ら
ば
、
そ
れ
を
「
使
用
価
値
L
の
生
産
と
い
う
こ
と
の
方
が
マ
ル
ク
ス
に
忠
実
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
「
有
用
的
効
果
L
の
持
ち
出
し
は
、
混
乱
の
原
因
と
さ
え
な
素
材
主
義
的
見
地
か
ら
は
、
ハ
な
お
こ
の
意
味
で
の
「
有
用
的
効
果
」
に
つ
い
て
は
次
稿
に
て
の
べ
る
)
安
部
氏
は
、
使
用
価
値
は
物
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
な
が
ら
、
運
輸
に
か
ん
し
て
は
、
運
輸
労
働
の
生
み
出
す
も
の
は
、
有
用
的
効
果
で
ω
 
あ
っ
て
、
有
用
労
働
の
対
象
化
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
「
使
用
価
値
の
一
変
化
し
で
あ
る
と
い
う
。
労
働
の
対
象
化
さ
れ
な
い
「
物
」
を
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
有
用
的
効
果
と
使
用
価
値
日
物
と
の
関
係
は
、
こ
の
「
一
変
化
L
の
な
か
に
ひ
そ
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
安
部
氏
の
説
明
は
な
い
。
筆
者
に
お
い
て
推
測
可
能
な
の
は
次
の
点
の
み
で
あ
る
。
使
用
価
値
が
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
当
然
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
の
対
象
化
と
い
う
こ
と
を
安
部
氏
が
素
材
主
義
的
に
と
っ
て
い
る
か
ら
る。こ
そ
、
商
品
体
の
位
置
変
化
に
よ
っ
て
粛
ら
さ
れ
る
使
用
価
値
と
し
て
の
以
前
と
異
っ
た
定
在
を
、
運
輸
労
働
の
対
象
化
と
し
て
把
握
で
き
ず
に
、
止
む
を
得
ず
こ
れ
を
有
用
的
効
果
と
よ
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
せ
よ
、
使
用
価
値
は
物
で
あ
る
と
い
う
立
論
を
自
ら
否
定
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
筆
者
が
、
運
輸
労
働
の
対
象
化
と
し
て
、
位
置
変
化
に
よ
っ
て
商
品
体
の
使
用
価
値
そ
の
も
の
の
生
成
(
変
化
)
と
と
ら
え
る
こ
と
を
予
測
さ
れ
る
か
の
如
く
に
、
す
で
に
有
力
な
反
論
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
富
永
祐
治
氏
は
い
う
。
つ
向
日
間
の
運
送
に
よ
っ
て
『
そ
の
空
間
的
定
在
が
変
化
す
る
が
故
に
商
品
の
使
用
価
値
も
変
化
を
蒙
る
』
ハ
「
学
説
史
』
イ
ン
ス
テ
イ
チ
ユ
l
ト
以
第
一
巻
一
九
五
五
年
三
九
八
頁
)
と
い
う
叙
述
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
使
用
価
値
と
は
、
人
間
の
何
ら
か
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
性
能
(
効
用
あ
る
い
は
有
用
性
)
が
そ
の
属
性
と
し
て
内
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
産
の
場
所
に
あ
ろ
う
と
、
消
首
の
場
所
に
移
さ
れ
よ
う
と
変
り
は
な
い
。
も
ら
ろ
ん
、
物
は
消
費
の
場
所
に
運
ば
れ
て
初
め
て
初
め
て
消
費
に
す
ぐ
役
立
つ
。
し
か
し
、
、
こ
の
消
費
の
た
め
の
巡
迭
は
使
用
価
値
の
実
説
の
た
め
の
労
働
で
あ
っ
て
、
使
用
価
値
の
創
出
|
新
ら
し
い
使
用
価
値
の
生
産
、
使
用
価
値
の
W
H
料
的
変
化
ー
の
た
め
の
労
働
で
は
な
い
。
場
所
的
移
動
に
よ
っ
て
商
品
の
使
用
価
値
!
の
質
料
l
の
変
化
が
生
ず
る
と
す
る
の
は
、
空
間
に
お
け
る
定
在
を
物
の
属
性
と
し
℃
み
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
会
一
〉
一
一一一
経
営
と
経
済
一
四
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
観
価
値
説
に
お
け
る
、
2
R
O
白
t
z
q
の
考
え
方
に
通
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
空
間
は
、
時
巾
q
間
と
共
に
、
事
物
存
在
の
根
本
形
式
で
あ
っ
て
属
性
で
は
な
い
o
」。
富
永
氏
が
安
部
氏
と
同
じ
く
使
用
価
値
を
効
用
で
は
な
く
物
と
し
て
み
る
限
り
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
商
品
の
「
空
間
的
定
在
が
変
化
す
る
が
故
に
商
品
の
使
用
価
値
も
変
化
を
蒙
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
「
あ
い
ま
い
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
の
も
す
で
に
安
部
氏
に
つ
い
て
の
ベ
た
筆
者
の
見
解
か
ら
す
る
な
ら
ば
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
か
く
て
安
部
氏
と
同
じ
く
誤
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
富
永
氏
は
一
歩
を
す
斗
め
て
、
運
送
は
「
使
用
価
値
の
実
現
の
た
め
の
労
働
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
使
用
価
値
の
創
出
」
の
労
働
と
は
区
別
す
る
。
そ
の
上
で
、
後
者
を
「
質
料
的
変
化
」
と
素
材
主
義
的
に
と
ら
え
る
。
だ
が
、
再
三
の
ベ
た
ご
と
く
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
使
用
価
値
が
使
用
価
値
と
な
る
た
め
に
は
「
特
殊
の
欲
望
」
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
市
場
ぐ
」
れ
は
実
現
の
場
所
の
こ
と
で
あ
る
!
筆
者
)
に
到
達
し
た
と
き
は
じ
め
て
、
生
産
物
は
現
実
に
完
成
さ
れ
る
」
(
前
出
の
さ
ロ
骨
Z
m
o
)
の
で
あ
っ
た
口
マ
ル
ク
ス
は
、
富
永
氏
と
は
異
っ
て
、
創
出
と
実
現
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
価
値
に
即
し
て
厳
密
に
、
か
つ
決
定
的
に
、
区
別
し
た
が
、
使
用
価
値
に
即
し
て
は
、
こ
の
両
者
を
分
離
す
る
必
要
を
み
と
め
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
使
用
価
値
の
生
産
を
、
即
ち
有
用
労
働
ハ
運
輸
労
働
も
含
ま
れ
て
い
る
)
の
対
象
化
を
、
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
的
」
に
、
日
素
材
主
義
的
に
の
み
把
握
す
る
場
合
に
、
使
用
価
値
の
生
産
と
実
現
と
の
二
つ
の
労
働
を
分
離
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
で
は
、
富
永
氏
と
安
部
氏
と
の
問
に
は
一
分
の
隙
も
な
い
。
だ
が
、
さ
き
に
書
い
た
筆
者
の
見
解
に
対
す
る
「
有
力
な
反
論
」
の
意
味
は
こ
こ
に
は
な
い
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
「
場
所
的
移
動
に
よ
っ
て
商
品
の
使
用
価
値
!
の
質
料
!
の
変
化
が
生
ず
る
と
す
る
の
は
、
空
間
に
お
け
る
定
在
を
物
の
属
性
と
み
る
こ
と
で
あ
る
」
の
一
句
に
あ
る
。
筆
者
を
し
て
い
わ
し
む
れ
ば
、
場
所
的
移
動
に
よ
っ
て
商
品
の
使
用
価
値
の
変
化
が
生
ず
る
と
い
う
の
は
、
決
し
て
富
永
氏
の
い
う
ご
と
く
、
「
空
間
に
お
け
る
定
在
を
物
の
属
性
と
み
る
」
か
ら
な
の
で
は
な
く
て
、
物
の
属
性
そ
の
も
の
が
空
間
に
お
け
る
定
在
で
あ
る
と
み
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
筆
者
が
、
効
用
な
い
し
有
用
性
と
い
う
属
性
を
客
観
的
存
在
で
あ
る
と
強
調
し
た
理
由
も
ま
さ
に
こ
こ
に
結
び
つ
く
。
こ
の
点
、
効
用
学
派
の
つ
効
用
」
概
念
と
マ
ル
ク
ス
の
「
効
用
」
と
の
根
本
的
な
差
を
指
摘
し
た
の
も
ま
た
こ
の
故
で
あ
る
。
し
か
も
、
属
性
は
物
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
他
者
」
に
対
し
て
表
示
す
る
つ
被
措
定
有
し
と
し
て
の
実
在
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
商
品
の
使
用
価
値
と
い
う
物
の
属
性
に
と
っ
て
、
「
他
者
」
た
る
特
殊
の
欲
望
に
出
会
う
た
め
に
、
場
所
的
移
動
が
必
要
で
あ
る
と
き
に
は
、
こ
の
場
所
的
移
動
ハ
運
輸
労
働
の
結
果
)
に
よ
っ
て
、
属
性
の
占
め
る
特
定
の
空
間
に
お
け
る
定
在
が
、
こ
の
場
合
使
用
価
値
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
特
定
の
空
間
し
は
、
属
性
と
い
う
実
在
の
根
本
的
形
態
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
こ
の
特
定
の
形
態
の
変
化
こ
そ
が
ま
さ
し
く
使
用
価
値
の
変
化
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
の
た
だ
に
一
空
間
は
、
時
間
と
共
に
、
事
物
存
在
の
根
本
形
式
で
あ
っ
て
、
属
性
で
は
な
い
」
ハ
前
出
富
永
氏
)
と
い
っ
て
す
ま
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
A
副
司
h
H
u
v
、、
む
し
ろ
時
間
と
空
間
と
が
客
観
的
実
在
で
あ
る
が
故
に
、
物
の
属
性
た
る
使
用
価
値
が
、
あ
れ
こ
れ
の
特
定
の
時
間
と
、
特
定
の
空
間
に
お
い
て
の
み
実
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
え
考
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
輸
業
を
生
産
部
門
と
す
る
マ
ル
ク
ス
の
真
意
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
保
管
費
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
有
用
的
効
果
を
、
運
輸
費
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
有
用
的
効
果
と
同
質
同
町
可
ム
川
県
の
も
の
と
見
倣
し
て
、
主
と
し
て
運
輸
費
用
ま
た
は
運
輸
業
ハ
但
し
「
自
立
的
生
産
部
門
を
な
し
・
従
っ
て
ま
た
生
産
資
本
の
一
の
特
殊
投
下
部
出
」
た
る
)
に
関
し
て
の
み
論
じ
て
き
た
が
、
商
品
の
使
用
価
値
の
時
間
的
要
素
と
空
間
的
要
素
と
の
畳
場
に
よ
っ
て
、
両
者
の
作
用
の
同
一
点
と
差
別
点
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
と
こ
ろ
に
き
た
と
考
え
る
。
同
費
用
の
う
ち
、
保
管
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
主
と
し
て
商
品
の
使
用
価
値
の
時
間
的
要
素
叉
は
時
間
的
定
在
に
か
L
わ
り
、
運
輸
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
商
品
の
使
用
価
値
の
空
間
的
要
素
又
は
空
間
的
定
在
に
か
斗
わ
る
。
保
管
は
も
ち
ろ
ん
在
荷
に
由
来
す
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
在
荷
一
般
で
は
な
く
、
商
品
在
荷
と
い
う
形
態
に
お
け
る
在
荷
で
あ
る
。
最
も
あ
り
得
べ
き
商
品
在
荷
の
保
管
費
川
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
合
一
)
一
一
五
経
営
と
経
済
一
一
六
基
底
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
「
使
用
価
値
そ
れ
自
身
は
、
価
値
そ
の
も
の
の
無
際
限
性
を
も
た
な
い
。
た
だ
あ
る
一
定
の
程
度
ま
で
特
定
の
対
象
は
消
貸
さ
れ
、
ま
た
欲
望
の
対
象
と
な
る
に
と
ど
ま
る
。
た
と
え
ば
穀
物
は
、
た
だ
一
定
量
だ
け
が
食
べ
つ
く
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
使
川
価
伯
と
し
て
は
、
生
産
物
は
、
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
一
つ
の
制
限
!
ま
さ
し
く
そ
の
生
産
物
に
た
い
す
る
欲
望
の
制
限
ー
を
も
っ
て
い
る
の
だ
が
こ
の
制
限
は
、
生
産
者
の
欲
望
に
即
し
て
で
は
な
く
、
い
ま
や
交
換
者
た
ち
の
欲
望
全
体
に
即
し
て
測
ら
れ
る
。
あ
る
一
定
の
使
川
価
航
に
か
ん
す
る
要
求
が
な
く
な
っ
た
ば
あ
い
に
は
、
こ
の
使
用
価
値
は
も
は
や
使
肘
価
値
で
は
な
く
な
る
。
使
用
価
値
と
し
て
は
、
使
川
価
仙
は
そ
れ
に
た
い
す
る
要
求
で
測
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
使
用
価
値
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
ハ
貨
幣
で
な
い
か
ぎ
り
)
流
、
辿
品
川
切
の
対
象
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
」
こ
こ
に
い
う
「
使
用
価
値
が
使
用
価
値
で
な
く
な
る
」
で
あ
ろ
う
生
産
物
が
い
か
な
る
原
因
で
在
荷
と
な
る
か
は
今
問
は
ぬ
と
し
て
、
こ
の
「
使
用
価
値
で
な
く
な
る
」
状
態
か
ら
、
つ
ぎ
の
そ
れ
ら
の
「
要
求
」
に
出
会
っ
て
、
再
び
使
則
価
値
と
し
て
、
現
実
的
な
使
用
価
値
と
な
る
ま
で
に
一
定
の
時
間
が
存
す
る
と
き
、
こ
の
使
用
価
値
た
り
う
べ
き
自
然
的
属
性
を
喪
失
か
ら
脱
れ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
保
管
労
働
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
時
間
的
経
過
と
と
も
に
、
使
用
価
値
は
不
可
避
的
に
速
か
れ
遅
か
れ
減
耗
し
死
滅
し
て
ゆ
く
。
だ
が
こ
の
使
用
価
値
は
、
商
品
在
荷
と
し
て
は
価
値
の
担
い
手
た
る
属
性
を
有
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
使
用
価
値
の
減
耗
H
死
滅
を
一
定
の
時
間
内
に
最
少
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
労
働
は
、
そ
の
ま
ま
価
値
の
担
い
手
な
る
属
性
の
維
持
を
目
的
と
す
・
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
使
用
価
値
の
減
耗
は
絶
対
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
え
の
対
抗
的
手
段
は
、
そ
の
減
耗
・
死
滅
部
分
の
填
柿
以
外
に
は
な
い
。
価
値
の
担
い
手
と
し
て
の
使
用
価
値
の
填
補
は
、
同
じ
使
用
価
値
の
生
産
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
同
一
の
使
用
価
値
の
生
産
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
第
二
稿
で
引
用
し
た
ご
と
く
、
マ
ル
ク
ス
は
、
流
、
埴
が
使
用
価
値
と
し
て
の
定
在
に
よ
っ
て
制
限
を
う
け
る
こ
と
を
の
ベ
て
、
一
定
の
時
間
内
に
使
用
価
値
の
実
現
が
ハ
生
産
的
ま
た
は
個
人
的
に
消
費
さ
れ
る
こ
と
が
)
な
い
な
ら
ば
、
商
品
は
死
滅
し
て
、
使
用
価
値
と
と
も
に
交
換
価
値
の
担
い
手
た
る
属
性
を
失
う
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
に
、
「
諸
使
用
価
値
は
、
そ
れ
が
た
え
ず
更
新
さ
れ
再
生
産
さ
れ
る
l
同
じ
種
類
ま
た
は
異
る
種
類
の
新
な
諸
使
用
価
値
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
l
か
ぎ
り
で
の
み
、
ひ
き
つ
づ
き
永
続
的
な
し
か
も
自
ら
を
増
殖
す
る
資
本
価
値
の
担
い
手
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
こ
の
「
同
じ
種
類
ま
た
は
異
る
種
類
の
新
な
諸
使
用
価
値
」
に
よ
っ
て
使
用
価
値
が
填
補
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
か
え
り
み
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
商
品
の
使
用
価
値
の
減
耗
と
填
補
の
関
係
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
り
、
か
斗
る
が
故
に
保
管
労
働
に
と
っ
て
も
決
定
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
商
品
の
使
用
価
値
に
つ
い
て
、
と
く
に
価
値
の
担
い
手
と
い
う
属
性
に
お
い
て
問
題
と
す
る
と
き
に
は
す
で
に
マ
ル
ク
ス
は
各
所
で
こ
の
基
礎
的
な
命
題
を
の
べ
て
い
る
。
一
、
二
の
例
を
あ
げ
れ
ば
「
価
値
に
と
っ
て
は
、
如
何
な
る
使
用
価
値
が
そ
の
価
値
を
担
う
か
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
使
用
価
値
が
そ
れ
哨
り
を
担
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
、
ま
た
、
「
だ
が
価
値
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
使
用
価
値
の
う
ち
に
実
存
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
如
何
な
る
使
用
価
d
m『
値
の
う
ち
に
実
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
諸
商
品
の
姿
態
変
換
を
見
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
」
こ
こ
で
も
く
り
か
え
し
言
う
が
、
同
じ
有
用
労
働
、
従
っ
て
同
じ
使
用
価
値
で
な
け
れ
ば
、
商
品
の
使
用
価
値
の
減
耗
・
死
滅
を
填
補
ハ
更
新
の
こ
と
で
あ
る
)
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
商
品
の
使
用
価
値
を
素
材
主
義
的
に
の
み
考
察
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
運
輸
労
働
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
細
に
の
べ
た
の
で
今
さ
ら
差
異
点
を
こ
こ
で
再
論
す
る
の
は
避
け
る
。
た
だ
、
両
者
の
同
一
性
と
し
て
、
保
管
及
び
運
輸
の
労
働
が
、
追
加
的
生
産
過
程
に
属
す
る
と
い
う
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
を
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
見
解
に
即
し
て
の
べ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
主
題
に
関
連
し
て
運
輸
及
び
保
管
が
流
通
過
程
に
お
い
て
現
存
す
る
場
合
に
つ
い
て
主
と
し
て
の
べ
て
き
た
が
、
流
通
に
お
い
て
つ
ね
に
必
ず
時
間
的
不
一
致
や
空
間
的
隔
絶
が
存
在
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
資
本
論
第
一
部
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
捨
象
さ
れ
た
の
は
、
時
空
的
な
不
一
致
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
と
使
用
価
値
の
実
現
の
論
理
が
そ
の
本
質
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
(
三
)
一
一
七
経
営
と
経
済
一
一
八
に
お
い
て
明
か
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
資
本
の
本
質
的
な
論
理
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
商
品
の
実
現
は
、
時
間
的
契
機
や
空
間
的
契
機
を
偶
然
的
な
も
の
と
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
、
生
産
さ
れ
た
そ
の
時
に
お
い
て
、
商
品
の
価
値
も
従
っ
て
使
用
価
値
も
実
現
す
る
も
の
と
み
て
最
も
本
質
的
な
内
容
が
明
示
さ
れ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
は
、
資
本
の
流
通
と
い
う
本
質
の
現
象
形
態
を
論
ず
る
第
二
部
に
い
た
っ
て
、
は
じ
め
て
、
時
間
的
契
機
と
空
間
的
契
機
と
が
導
入
さ
れ
る
が
、
抽
象
的
な
段
階
た
る
第
一
部
で
は
本
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
為
に
こ
れ
ら
は
折
象
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
契
機
を
導
入
し
た
と
き
の
論
理
は
、
本
質
的
な
論
理
の
単
な
る
否
定
で
は
あ
り
得
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
時
間
や
空
間
的
契
機
を
抽
象
し
た
必
然
性
に
立
脚
し
て
、
保
管
及
び
運
輸
の
労
働
は
論
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
両
費
用
は
、
一
応
流
通
費
用
と
い
う
同
一
性
の
中
に
お
い
て
純
粋
流
通
費
用
か
ら
差
別
さ
れ
、
流
通
過
程
に
延
長
さ
れ
た
る
生
産
過
程
と
い
う
本
質
が
と
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
t
A
る
と
き
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
流
通
過
程
に
延
長
す
る
こ
と
な
く
生
産
が
完
了
す
る
こ
と
が
本
質
的
で
あ
り
、
必
然
的
で
あ
る
場
合
に
比
較
し
て
、
両
費
用
(
両
労
働
)
で
は
、
時
間
的
契
機
の
導
入
も
、
空
間
的
契
機
の
導
入
も
偶
然
的
と
見
倣
さ
れ
る
。
か
く
て
、
こ
の
場
合
は
、
本
質
的
、
必
然
的
と
考
え
ら
れ
た
商
品
の
生
産
過
程
に
対
し
て
は
、
追
加
的
な
過
程
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
(
未
完
)
(2) 
同 マ
ル
グ
ス
「
経
済
学
批
判
」
邦
訳
M
・E
選
集
補
巻
三
二
九
頁
二
八
頁
一
ー
ー
二
八
四
頁
it 
(1) (3) 
資
本
論
(4) 
「
経
済
学
批
判
」
前
同
三
一
頁
(6) 
エ
シ
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ユ
l
リ
リ
J
グ
」
邦
訳
M
・E
選
集
一
四
巻
一
四
二
頁
資
本
論
五
l
二
八
四
頁
(5) 
(7) 
五
l
二
四
二
頁
同
(8) 
一
ー
一
二
一
二
頁
同
(9) 
「
経
済
学
批
判
」
前
同
二
五
八
頁
。
同
・
冨
R
u
p
c
gロ色ユ
ω
ω
0
・
(
前
出
)
ω
-
A
W
W
佐
々
木
哲
郎
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
な
お
、
マ
ル
グ
ス
が
、
『
資
本
論
』
に
お
い
て
運
輸
業
の
商
品
擬
制
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
い
て
は
、
採
取
産
業
、
農
業
、
工
業
に
つ
ぐ
第
四
の
物
質
的
生
産
部
面
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
、
商
品
擬
制
に
か
ん
し
て
明
確
性
を
か
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
け
だ
し
物
質
的
生
産
企
業
内
部
の
分
業
と
し
て
の
運
輸
労
働
で
あ
れ
ば
そ
の
企
業
の
生
産
し
た
本
来
の
商
品
に
対
象
化
さ
れ
る
が
、
社
会
的
分
業
と
し
の
自
立
的
な
運
輸
業
と
し
て
は
、
そ
れ
が
如
何
に
何
の
物
質
的
生
産
部
門
の
生
産
物
に
場
所
的
変
化
を
与
え
る
に
し
て
も
、
こ
の
部
門
の
運
輸
サ
1
ピ
ス
は
や
は
り
擬
制
商
品
で
あ
っ
て
、
ミ
れ
を
物
質
的
生
産
部
門
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
。
(
「
経
済
経
常
論
集
」
東
洋
大
学
経
済
学
部
創
立
十
週
年
記
念
号
所
収
「
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
」
一
一
一
二
頁
)
(1) 
こ
れ
で
よ
む
と
佐
々
木
氏
は
、
企
業
内
部
の
分
業
と
し
て
の
運
輸
労
働
は
対
象
化
す
る
が
、
社
会
的
分
業
と
し
て
の
自
立
的
運
輸
業
の
運
輸
労
働
は
対
象
化
し
な
い
(
「
運
輸
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
そ
の
意
で
あ
ろ
う
)
と
見
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
確
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
「
絶
対
的
に
不
生
産
的
で
あ
る
が
、
再
生
産
の
一
契
機
た
る
一
機
能
が
分
業
に
よ
っ
て
多
数
者
の
一
附
随
的
職
務
か
ら
、
少
数
者
の
排
他
的
職
務
に
、
彼
等
の
特
殊
的
業
務
に
転
化
さ
れ
て
も
、
そ
の
機
能
そ
の
も
の
の
性
格
は
転
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
最
初
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
(
資
本
論
五
l
二
四
九
頁
)
の
右
の
「
不
生
産
的
」
を
「
生
産
的
」
と
よ
み
か
え
す
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
佐
々
木
氏
の
立
言
の
不
当
さ
の
消
極
的
証
明
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
自
立
的
運
輸
業
を
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
み
規
定
す
る
見
地
は
、
マ
ル
グ
ス
経
済
学
に
お
け
る
「
サ
ー
ビ
ス
」
概
念
の
検
討
の
不
充
分
さ
に
お
い
て
通
説
に
堕
し
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
(
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
第
二
稿
参
照
)
保
管
費
用
と
運
輸
費
用
に
関
す
る
一
考
察
会
一
)
二
九
経
営
と
経
済
一二
O
ω 
七
五
頁
安
部
氏
前
出
書
(13) 
富
永
祐
治
「
交
通
用
役
に
つ
い
て
」
大
阪
市
大
経
済
学
雑
誌
三
七
巻
四
号
二
頁
レ
1
-
一
ソ
「
唯
物
論
と
経
験
批
判
諭
」
邦
訳
レ
l
-
一
y
A
K
集
、
第
十
四
巻
第
二
章
第
五
節
(14) 。司
第
二
稿
参
照
「
経
営
と
経
済
」
三
十
八
年
第
二
冊
一
四
四
頁
。
同
・
冨
mwR-
の
E
足立
ωα
" IJ 
1 
¥J  
邦
訳
第
二
分
冊
三
三
三
頁
。司
資
本
諭
一
l
八
九
頁
(18) 
同
一
l
一
一
九
瓦
